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保険の種類

個人賠償責任保険
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補償内容

ɹ自転車に乗るときは、ルールを守り、安全な運転を心掛けましょう。また、車の運転者や歩
行者も自転車のルールを知って、お互いを思いやり安全を心がけましょう。

●車道通行の原則
ɹɹ自転車は、歩道と車道の区分のある道路では、車道を通行しなければいけません
ɹɹ道路では左側を通行し、特に車両通行帯のない道路では、道路の左側端を通行
●例外的に歩道を通行できる場合
ɹɹ道路標識などにより、歩道を通行することができるとされているとき
ɹɹ自転車の運転者が、高齢者や児童、幼児であるとき
ɹɹ道路工事が行われている場合や車道の幅、自動車の交通量など
ɹɹ安全を確保するためにやむを得ないとき

ɹ危険行為を繰り返すと『自転車運転者講習』の受講が義務付けられます。命令を受けてから3
カ月以内の指定された期間内に受講しないと5万円以下の罰金が科せられます。

ɹ自転車事故でも被害の大きさにより数千万円の賠償金を支払わなくてはならない場合もあり
ます。この賠償責任は、未成年でも責任を免れることはできません。

●高額賠償事例…賠償額9,521万円

ɹ万が一の事故に備え、保険に加入しましょう
《 保険の種類と補償対象 》

※保険の種類はさまざまです。詳しくは、保険会社・代理店、自転車安全整備店でご確認ください

道路交通法では、保護者は13歳未満の子どもにヘルメットを着用させるよう努めることとし、
学校でも周知してます。また、北海道自転車条例では子どもに限らず自転車利用者は交通事
故の被害を軽減させるため、ヘルメットの着用に努めることとされています。ɹ


